
①婦人科検体

ブラシ

ブラシ

ブラシ

塗抹

乾燥は絶対不可

②液状処理細胞診検体（LBC）

提
出

提
出

・スライドガラスにて提出の場合、フロスト部分に鉛筆で患者名、材料名を明記してください。（マジックペン、ボールペン不可）
・血液や粘液をなるべく入れないでください。
・固定保存液は容器に示された範囲内であることを確認の上、ご提出ください。
・妊婦にはブラシを使用しないでください。

＊　採取器具は以下を参考にしてください。

※特に綿棒の場合は、検体採取量が少なくなる為、
　検体不適正となる場合があります。ご注意ください。

2～3秒間、十分量を連続噴射して固定し、表面が
乾いてからケースに入れてください。

＊浸潤固定標本をプレパラートケースでご提出される場合は、スプレー固定し標本を収納してください。

95％エタノール
約15～30分間固定

1秒以内に浸漬

又は又は

容器B
プレパラートケース

提
出

スプレー固定湿潤固定

検体採取後、直ちにブラシ先端をバイ
アル固定液へ入れ、容器の底で毛先が
広がるように素早く10回押し、その
後、掻き回してください。（固定）

検体採取後、直ちにブラシ先端をバイ
アル固定液へ入れ、容器の底で毛先が
広がるように素早く10回押し、その
後、掻き回してください。（固定）

ブラシ先端をバイアルに入れた状態で蓋をしっかり閉めて
ご提出ください。

シンプレップ
Thin Prep

シュアパス
Sure Path

検体採取の留意点

サーベックスブラシ エンドサーベックス
ブラシSタイプ

綿棒

容器番号 Ⅰ

容器番号 H

ブラシは先端を含めバイアルから出し、
蓋をしっかり閉めてご提出ください。

エンドサーベックス
ブラシ標準

◎湿潤固定標本とスプレー固定標本のご提出容器
　①95％エタノール入り容器：湿潤固定標本。
　②プレパラートケース（B容器）：スプレー固定標本。（湿潤固定標本を収納する場合は、スプレー固定液を噴霧し、乾燥させてください。）
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③喀痰検体

塗抹

すり合せ法

④蓄痰検体〈YM式〉

⑤液状検体

⑥針穿刺吸引材料の標本作製法

⑦乳汁、乳頭分泌物等の標本作製法

提
出

提
出

提
出

提
出

提
出

提
出

提
出

C
滅菌スピッツ管

又は

3,000rpm（1500G）
3～5分

採取後、針をはずしシリンジ内に
空気を入れ、再度針を装着し
ガラス中央に吹き出す

圧挫：上下に軽く圧迫

湿潤固定95%エタノールに浸漬

滴下式固定

湿潤固定・95％エタノール

乾燥固定

遠心沈殿
沈渣塗抹

乾燥は絶対不可

＊沈渣をよく撹拌後、
　塗抹してください。

＊小豆大の喀痰を採取して
　すり合わせてください。

＊嚢胞性病変において、比較的採取量が多い場合にはスピッツに入れ提出してください。

※採取後、20～30回程度振盪混和を行い、喀痰と固定液をよく混ぜてください。

中に入っている3枚の袋に各々1日1痰入れる

提
出

YM式 ポストチューブ式（郵送用）

1日 2日 3日

3日間同じ容器

1日目 2日目 3日目

1）塗抹標本

提
出

2）喀痰
　（生検体）

1）塗抹する
　 場合

提
出

2）容器での
　 場合

〈３連痰ポストチューブ〉

［ご注意］
 ・スライドガラスにて提出の場合、フロスト部分に鉛筆で患者名、材料名を明記してください。（マジックペン、ボールペン不可）

＊浸潤固定標本をプレパラートケースでご提出される場合は、スプレー固定し標本を収納してください。

＊浸潤固定標本をプレパラートケースでご提出される場合は、スプレー固定し
　標本を収納してください。

容器B
プレパラートケース

◎湿潤固定標本：パパニコロウ染色に用いられます。
　　　　　　　　＜方法＞塗抹後１秒以内に95％エタノールに浸漬し、約15～30分固定するか、スプレー固定してください。
◎乾燥固定標本：ギムザ染色、PAS染色等に用いられます。
　　　　　　　 ⑤⑥の材料には湿潤固定の他、必ず乾燥固定標本をつけて提出してください。
　　　　　　　　＜方法＞塗抹後、室温で乾燥させてください。

2～3秒間、十分量を連続噴射して固定し、表面が
乾いてからケースに入れてください。

95％エタノール
約15～30分間固定

1秒以内に浸漬

又は

スプレー固定湿潤固定

容器B
プレパラートケース

2～3秒間、十分量を連続噴射して固定し、表面が
乾いてからケースに入れてください。

95％エタノール
約15～30分間固定

1秒以内に浸漬

又は

スプレー固定湿潤固定

2～3秒間、十分量を連続噴射して固定し、表面が
乾いてからケースに入れてください。

スプレー固定
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